


No.125 大阪府港湾協会

大 阪 府 港 湾 局 長 の ご 紹 介
　本年４月に大阪府港湾局長に就任しました山田でございます。
　大阪府港湾協会の会員各位におかれましては、日頃から大阪府営港
湾の運営に多大なるお力添えを賜っておりますこと、心よりお礼申し
上げます。
　また、今般の新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、港湾を
取り巻く環境は大きく変化し、関係者の皆様は大変なご苦労をされて
いるものと憂慮しております。
　弊局では支援策として、本年４月から港湾施設使用料、港湾区域に

おける水域占用料及び入港料等について、支払期限の猶予を行うことといたしました。　
　今後、新型コロナウイルス感染症と共存しながら国内外の経済を立て直していく上で、物流
網の血脈である港湾関連事業は非常に重要な役割を担っております。
　本年１０月には大阪府港湾局と大阪市港湾局を統合した「大阪港湾局」を発足させ、大阪府
域における港湾・海岸事務の一体化を図り、利用者の皆様の利便性をより一層高めてまいります。
　今後も皆様に支持される使い勝手の良い港となるよう尽力してまいりますので、皆様におか
れましては、引き続きご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　末筆ではございますが、会員の皆様方の益々のご清栄を祈念申し上げます。
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令和2年度 大阪府港湾局が実施する事業の概要
「令和２年度 大阪府港湾協会 通常総会」を書面開催しました
新型コロナウイルス感染症の影響を受けた港湾関連事業者等への
港湾施設使用料等の納入期限の猶予について
令和元年度 大阪府営港湾・大阪港共同セミナー（大阪）を開催しました
（一社）日本旅客船協会「船旅アンバサダー」が堺泉北港を視察しました

八興運輸（株）内航定期RORO新造船「HAKKOひなた」が就航しました
令和元年 大阪府営港湾の港勢
「監視艇新いずみ」が就航しました
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PORTS OF OSAKA PREFECTURE

　府営港湾では国内定期 RORO 航路における船舶の大型化や汐見沖地区の新規岸壁の整備が進められてい
ます。 また、本年３月には府内臨海地区と内陸部を結ぶ阪神高速大和川線が開通するなどその周辺環境はより
利便性の高いものになってきています。大阪府港湾局では、こうした環境下において、府営港湾の更なる振興
のため、

本稿では令和２年度に大阪府港湾局が実施する事業の一部をご紹介いたします。

大阪府港湾局総務企画課　企画・管理グループ
                 計画調整課　事業グループ
                 経営振興課　経営振興グループ

令和２年度 大阪府港湾局が実施する事業の概要

◆ 「大阪港湾局」の共同設置にかかる準備経費（令和2年度当初予算1.48億円）
　大阪府・大阪市の港湾局を統合し、共同の内部組織として「大阪港湾局」を本年１０月に設置します。
　これに伴い、一部事務機能の移転やシステム改修、防災行政無線の増強などの設立準備を進めます。

◆ 更なる集貨・創貨に向けたポートセールス事業（同222万円）
　大阪府・市が共同で実施する「ポートセミナー」等において、府営港湾の利便性やポテンシャルについて
引き続き情報発信するとともに、関係事業者への個別訪問・営業を行い、更なる集貨・創貨に繋げます。
　特に堺泉北港における中古車輸出事業については、既存の仕向地に対する営業活動に加え、新たな仕向地
の開拓をめざし、国内外の関係者に働きかけを行います。

① 物流・産業を支える港湾機能の強化

　① 物流・産業を支える港湾機能の強化

　② 安全・安心な港湾と海岸づくり

　③ 交流・活性化の促進

　④ 環境創造・保全活動の推進　などの事業に取り組んでいます。

「府営港湾・大阪港共同セミナー」開催の様子 「海外プロモーション」による関係機関訪問
（令和元年度豪州インフラ省訪問時の様子）

※新設の「大阪港湾局」による事業については前号「大阪府のみなと」１月号をご覧ください。










































